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時下、皆様におかれましてはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、本校では昭和５５年度から社会科、平成２年度から生活科において、関係者各位

のもと生活科・社会科の研究実践に取り組んでまいりました。昨年度に引き続き、「社会

の一員を育てる 生活科・社会科の授業の創造」をテーマに公開研究会を開催いたします。 

つきましては、御多用の折とは存じますが、貴職をはじめ多数の参加をいただきたく、

御案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

１．全体講師  筑波大学 人間系 教授 唐木 清志 先生 

２．期   日  令和５年１１月１４日（火） ８時４５分 受付開始 

８時４５分～１６時００分 

３．会  場  習志野市立谷津小学校 

〒２７５－００２６ 千葉県習志野市谷津５－１－３２ 

ＴＥＬ    ０４７（４７７）８２８２ 

ＦＡＸ    ０４７（４７７）８２８１ 

HP・URL    https://www.city.narashino.lg.jp/school/yatu/ 

    後援      習志野市教育委員会 

４．参加方法 

以下のＵＲＬもしくは、ＱＲコードよりお申込みください。 

締め切りは、１１月７日（火）１６時までとなります。 

   ＵＲＬ  https://forms.office.com/r/vGX1b26Egr 

令令和和 55 年年度度  生生活活科科・・社社会会科科  

公公開開研研究究会会のの御御案案内内 

 

 

［研究主題］ 

「社会の一員を育てる 生活科・社会科の授業の創造」 

～探究する子どもの育成をめざして～ 

https://www.city.narashino.lg.jp/school/yatu/
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【午後】  

 

分科会 
移
動 

講演会 
解
散 

 

 
学年部会 筑波大学 教授 唐木清志 先生 

各教室  体育館 

 

６．学年分科会 講師 

全 体 講 師  筑 波 大 学 人 間 系   教 授  唐 木  清 志  先生 

第１学年講師  元 ・習 志 野 市 立 袖 ケ浦 東 小 学 校   教 頭  加 藤   稔  先生 

第２学年講師  千 葉 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校   校 長  鈴 木  隆 司  先生 

第３学年講師  習 志 野 市 教 育 委 員 会 指 導 課  指導主事  河 村 和 広  先生 

第４学年講師  習 志 野 市 立 袖 ヶ 浦 東 小 学 校  教 諭  坂 元  昭 仁  先生 

第５学年講師  習 志 野 市 立 屋 敷 小 学 校  校 長  利 根 川  賢  先生 

第６学年講師  東 京 学 芸 大 学  准 教 授  大村 龍太郎  先生 

知的特別支援学級講師  習 志 野 市 教 育 委 員 会 指 導 課  指導主事  栁 沼  史 義  先生 

 

７．諸連絡 

   ・昼食につきましては、各自で御用意ください。体育館の座席にて飲食が可能です。昼食

の際、アトラクションとして、管弦楽クラブの演奏があります。 

 

 

 

 

   ・急きょ、日程の変更をする場合は、本校 HPにてお知らせいたします。 

   ・公開研究会におけるすべての資料におきましては、無断転載、無断使用を固く禁じます。 

   ・所属機関・学校で使用している名札（ID カード等）をお持ちください。 

   ・車での来校はできませんので、公共交通機関を御利用ください。 

 

 

 

 

 

8：45～9：10 ９：１５ ～ 9：３0 ９：４５ ～ １０：３0 １０：４５ ～ １１：３0 １１：５０             ～             １２：１０ １２：１０～ １２：３０～１３：１0 

１３：１０ ～ １４：３０ １４：４５                         ～                         １６：００ 

 

 

【谷津小学校 管弦楽クラブ 

令和４年度 こども音楽コンクール 文部科学大臣賞（全国第 1位）受賞】 

 

谷津小キャラクター「やっつん」 



【授業の紹介】 

各学年の公開単元は以下のとおりです。このような授業を展開します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それいけ谷津っ子たんけんたい 

～谷津の町を支えている人はどんな「人」？～  

１学期はものに注目して町探検！今まで何気なく見
ていた通学路がキラキラと輝きだした！そんな素敵
な町を「支えている人」は一体誰だろう？ 町の人に
質問し、関わりを深めながら学習をしていきます。そ
して、人のすごさや良さを地域の人（保護者やお世話
になった人）に伝えます。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
〇1組 齋藤 快美 〇5組 向井 宏彰 

2組 本郷 愛実 ◎６組 鎌形 マリア 
3組 佐藤 克博 7組 平間 太一 

◎4組 永田 千博   
 

 

極めろ！～達人への道～ 

 「家でどんな遊びをしている？」と聞くと多くが、ゲ
ームと答えました。昔遊びを挙げる児童はほとんどい
ません。そこで、ゲストティーチャーから昔遊びを教え
てもらい、魅力をたっぷり伝えてもらいます。その後
自分たちが極める遊びを決め、何度も練習を重ねな
がら達人への道を極め、自分だけの奥義を習得しま
す。 

 
学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
◎1組 藤井 智美 4組 古屋 宏樹 

〇2組 八重樫 春菜 ◎5組 北村 康太郎 

〇3組 小玉 健太朗 6組 杉本 理奈 
 

 

１１学学年年  
 

ショッピングアドバイザーになろう 

谷津の地域は買い物激戦区。気軽に必要なものが手
に入ります。「どこで何を買おうかな？」安さならこ
こ！品揃えならここ！大家族ならここ！買い物をして
いく上で、目的に合わせてお店を選ぶことが必要にな
ってきます。売り手側の仕組みや工夫を学び、家族の
要望に合わせた買い物の仕方を提案することで、社
会の一員としての自覚を育みます。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
1組 永井 武彦 5組 正木 千陽 

2組 井戸 笑子 ◎6組 八鍬 圭祐 

3組 福田 真由 ◎7組 長谷川めぐみ 

〇4組 辻田 可菜 〇8組 相原 健人 

 

 

 

２２学学年年  
 

３３学学年年  
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１０月吉日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界に歩みだした日本  
～明治を知り、明治に学ぶ～ 

 「先生！歴史は何のために学ぶのですか？」そんなよ
くある児童の素朴な思いに答える歴史学習。明治時代
を知るだけでは終わらせない。偉人の失敗や成功、時
代の流れから、今の社会をより良くするための知恵を
考え、友達と語り合います。歴史学習を通して今を考
え、社会をよりよくする公民的資質を育みます。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
1組 村瀨 正嗣 ◎4組 坂本 貫 

◎2組 石井 辰哉 〇5組 石田 脩士 
3組 田中 修平 〇6組 津野瀨 愛理 

 

 

日本の森を未来へつなげ！谷津チェンソーズ 

１学期に米産業を取り巻く課題を解決するために頭を
悩ませた５年生。今回は、身近なようでよく知らない
「林業」の世界に飛び込みます。林業を取り巻く問題
を学習する中で、「日本の木材を使わなければいけな
い」で留まるのではなく、「日本の木材を使いたい！」
と思える児童の育成を目標に単元を構成します。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
◎1組 豊﨑 圭太 4組 村松 颯 

2組 阿部 景子 〇5組 高橋 妃奈乃 

◎3組 宮本 一輝 〇6組 寺田 浩 
 

 

千葉の農業の顔、落花生のひみつ 

 「千葉県の特産物といえば？」谷津小学校４年生の８
割が「落花生」と答えました。しかし、「なぜ盛んなの
か？」と問うと誰も答えられません。そんな落花生に
着目しながら、千葉県の魅力に迫ります。 
 地理的な特徴、発展に尽くした偉人、農家の思い。
様々なことを学びながら、落花生作りが盛んになった
理由を解明していきます。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
◎1組 石川 智司 〇4組 近藤 裕輝 

◎2組 田中 孝平 〇5組 池上 佑香 

３ 
組組  

鈴木 海人 6組 北澤 葉子 

 

 

給食ってすごい！もう一口！ 

食べず嫌い、好き嫌いがある児童。そんな児童は『なん
でこれを食べなきゃいけないのだろう』と疑問がいっぱ
い。今回は食物のもつ栄養を取り上げ、自分たちの体
を元気にしてくれる苦手な食べ物も「必要なもの」、「も
う一口食べてみよう」という意欲や、食に対しての感謝
の気持ちを引き出していきます。 

学年職員 （〇展開１ ◎展開２） 
〇１０組 A 佐川 朋子 ◎１０組 B 神﨑 美代子 

 

４４学学年年  
 

 

５５学学年年  
 

６６学学年年  
 

 

知知的的特特別別支支援援学学級級  

 


